
 

８月２７日 大阪・関西万博「石川の日」 野々市市の出展ブースにて 

 

ごあいさつ 

令和７年９月５日 

 

 ９月に入りましたが、まだまだ暑い日が続いています。 

夏を振り返るには少し早いですが、今年、石川県では熱中症警戒アラートの発表回数

が過去最多を更新するなど、大変厳しい暑さとなりました。また、梅雨時期から極端に

雨が少ない天候が続き、日本各地で水不足が心配された一方で、短時間で記録的な雨量

の豪雨に見舞われた地域も多くあり、気候変動の影響をまざまざと感じた夏でもありま

した。 

石川県でも８月６日から７日かけて非常に激しい雨が降り、一時、加賀地方に線状降

水帯の発生情報が発表されました。金沢市では大規模な浸水被害が発生し、本市でも道

路冠水や一部の学校施設などで浸水被害も見られました。これから台風の時期を迎え、

大雨への備えにはしっかりと気を引き締めてまいります。 

 

今年は５年に一度の国勢調査が実施されます。国勢調査は日本に住むすべての人と世

帯を対象とする最も重要な国の統計調査であり、集計されたデータは、防災や子育て支

援、高齢者福祉などの行政施策のほか、学術研究や企業などでも活用されます。 

国勢調査と言いますと、平成２２年、市制施行の最後の要件である人口５万人を突破

するため、野々市町全体が一丸となって取り組んだことが思い出されます。野々市市の

実現は当時の私の選挙公約でもあり、大変なプレッシャーでもありましたが、調査員を

はじめとする町民の皆さんのご協力のもと、「51,885人」の報告を聞いたときの喜びは

昨日のことのように憶えています。 

今月２０日から各世帯への調査書類の配布が始まり、市民の皆さんにも回答をお願い

することになりますが、スマートフォンなどから２４時間いつでも簡単に回答できるイ

ンターネット回答もございますので、ぜひご利用いただきたいと思います。 

 

 ８月２７日、開会中の大阪・関西万博に行ってまいりました。８月２７日から３１日にか

けて「石川の日」と称し、石川県の豊かな祭りや食文化など多彩な文化の魅力を国内外に発

信するイベントが開かれ、そのオープニングセレモニーに出席いたしました。「飯田町燈籠

山祭り」や「あばれ祭」など、能登からも大勢の方が出演され、能登半島地震からの復興に

向けた力強いメッセージを発信されている姿に大変感動いたしました。「チーム石川」とし

て一緒に石川県を盛り上げることができ、嬉しさとともに誇らしさも感じた一日でした。 


